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内容の要旨および審査の結果の要旨

低体温の脳保護効果は，心臓外科領域をはじめとしてひろく認められているところである。しかし，心

肺機能に対する副作用の少ない軽度低体温については，脳保護効果の実態は未だ解明されていない。本研

究では，雑種の成熟イヌ22頭を用いて15分間の全脳虚血モデルを作製し，軽度低体温の脳保護効果を聴性

脳幹反応（auditorybrainstemresponse，ABR）および脳波によって検討した。実験は，食道塩を

指標として，無作為に常温群（37.5～38.5℃）１１頭と低温群（34.5～35.5℃）１１頭の２群に分けて行なっ

た。全脳虚血は，上行大動脈を15分間遮断することにより行ない，循環再開後40時間までの経過を観察した。

得られた結果は，以下の如く要約される。

１．ABR所見。（１）全波形は，両群ともに大動脈遮断後２分以内に消失した。循環再開後，低温群では，

全例において速やかに波形が回復し，２０分以内にＩ～Ｖ波が出揃った。これに対して，常温群では，Ⅲ

およびⅣ波の出現率は循環再開後20分から３時間，Ｖ波のそれは10分から６時間にわたり，それぞれ有

意に低かった（p＜0.05)。(2)低温群での基準値の潜時は，常温群のそれに比べて有意に延長してい

た（p＜0.05)。循環再開後の潜時は，両群とも基準値のそれとの間に有意差を認めなかった。（３）常

温群での循環再開後の振幅は，Ｉ～Ｖ波の全てが基準値のレベルに回復しなかった。これに対して，低

温群でのＩおよびⅢ波の振幅は，循環再開後10分で基準値のレベルに回復したが，Ｖ波は完全には回復

しなかった。

２．脳波の所見。全脳虚血による脳波の消失時間は，常温群で20.3±1.1秒，低温群で22.3±1.4秒であ

り，両群間に有意差はなかった。しかし，循環再開後１時間以内に再出現した割合は，低温群では100

％であり，常温群の27.3％に比べて有意に高かった（p＜005)。

３．生存率。(1)循環再開後40時間の生存率は，低温群で63.6％であり，常温群の9.1％に比べて有意に

高かった（p＜0.05)。(2)循環再開後４時間目のABR所見で，波形の回復の有無，潜時および振幅に

より判定した重症度と生存時間の間に有意な負の相関（r・＝-0.77,ｐ＜0.01）を認めた。

以上，本研究は，３℃の軽度低体温が完全脳虚血後のＡＢＲと脳波の回復，および生存率に有意な保護

効果をもたらすことを明らかにした点で，脳蘇生法の確立に寄与するところの大きい労作と評価された。
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